
丹波地方にお けるふるさと制度 に

ついての若干の考察
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1.は じ め に

周知の よ うに,わ が 国の経 済は昭和30年 代以降,48年 のオ イル シ ョッグにzt-.るまで高度

成 長を続 け,人 口の大都市 集中,過 疎 化の拡 大な ど さま ざまな地 域 問題 を現 出せ しめた。

この間に,農 山村地域ぱ経 済社会 の大 きな変化 の中で,荒 波に もまれ る小舟 の よ うに揺れ

動 いて きた。 しか しなが ら,い わゆ る経 済 の低 成長期 に入 るや,大 都 市中心思考 は 衰えを

見せ は じめ,大 都 市か ら地 方へ人rlのUタ ー ン現 象が 見 らカ るこ とにな る。 それ は現代文

明に対 す る不安 の現れ であ る とともに,人 間の 自然 との共存,物 質 中心 世界か ら精神 世界

の 見直 しを 意味す る ものであ った。 日本 の各地 で伝統 的な農村文化 の復興が 叫ばオし 今 ま

で省 りみ られなか った農由村地域 の もつ意 義につ いて改めて考 え直 す必 要が生 じて きた。

この よ うな中 で,都 市 と農村 は従来 の よ うな 一一方的な関係 ではな く,新 たな結び つ きが

各地 で試 み られ る よ うに なる。最近,新 聞,テ レビな どでLば しばふ る さと情報 が流 され,

「ぷ る さとの味直送 」,「ふ る さと会 員募 集」,「ふ る さと農園 」な ど,「 ふ る さと」 の 見直

しが さかんで ある。 しか しこの 「ふ る さと制 度 」は,農 山村の側か らすれば,地 域 的な諸

矛盾 に対 す る挑 戦で もあ り,村 づ く り運 動の一環 で もあ る。 これは地 方 自治体や 農協が 中

心 とな 一,て農 山村の もつ 伝統的 な美 点を再評 価 し,都 市民 との交流 に よって村 を活性化 し,

地域 の振 興 を図ろ うとす る考え方 であ るQこ の 「ふ る さと制度 」は昭和491=に 福 島県7三島

町 で始 め られ たのが最初 であ り.こ こ数年 の問に急速 に広 ま りつ つあ る。

蔀市 と農村の交流 に関 して ぱ,昭 和58年 に農政調 査委員 会に よって 行わ れた ア ンケー ト

調査が あ るが,そ れ に よる と,交 流が始 ま った動 機 とLて は,農 村側ぱ 「過 疎化 を くい と

め たい」,「農 山村 の良 さを 知 ・・て も らいたい」 な どであ るが,都 市側は1新 鮮 な ものを食

べ たい」,「第2の ふ るさ とを もちたい」 な ど とな り,お 互 いに物 心両面 か らのふれ あいを

求め てい る ことがわか る。 また交流が もた らした メ リッ トをみ て も,「 子供 の教 育 効 果」

や 「心 のふれ あい」を双 方があげ てお り,そ の効用は物や 金儲けば か りでは な く,精 神的

な豊 か さを も求 めてい る よ うに思 われ る。(第1表,第2表)

現在では 、都 市と農村 の交流関 係は,そ の数ば全国 で400に 及ん でい る とい うq∫ 町村
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第1表 交流が始まった動機
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過疎化をくい とめたい

農山村の良さを知って もらいたい

第2の ふるさとを提供 したい

地場農産物(品)の 販路を拡大 したい

魅力的な行事の 一つ として
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〔都 市 側〕

新鮮な ものを食べたい

第2の ふるさとを もちたい

新鮮な ものを直接買いたい

農家の人たち と直接ふれあってみたい

伝統的文化(行 事)に 接 してみたい

第2表 交流がもたらしたメ リッ ト

〔農山村側〕

1.地 場産物(品)の 消費 ・販売拡大

2.心 のふれあい,人 間関係の形式

3.農 山村の良さに対する理解

4.郷 土の良さの再認識

5.子 供への教育効果

1
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【0

〔都 市 側〕

新鮮な農産物の入手

心のふれあい,人 間関係の形成

子供への教育効果

郷土の良さの再認識

農山村の良さに対する理解

(注)農 政調査委員会(国L庁 地方振興局委託 「都市 と農山村に関するアソケー ト調査」

58年12月 による。ただし〔註〕1『アグリレポー ト 国民にとって農業とは』より引用。

(11

行政が何 らかの形でかかわ りを もっているもの)。 しか しこれ らの 「ふるさと制度」 は 実

施されてか らまだあまり日時の経過 していないものが多 く,そ の行方は霧の中を さ迷 うが

如 くといった状態であ り,試 行錯誤が繰 り返 されている。本稿では,兵 庫県の丹波地方に

おける事例を とりあげ,「 ふるさと制度」の実態を明らかにするとともに,そ れが地 域 に

どのよ うな影響を与えたか。また事業を進め る上で,今 後にどのよ うな課題が残 されてい

るか,と い う点について検討を加えた ものである。

とりあげた地域は兵庫県多紀郡西紀町 と氷上郡柏原町である。丹波地方は,か つて水稲

・和牛 ・出稼に特微づけ られた よ うに,交 通条件に恵 まれず,人 口の過疎化や老齢化が進

行 してきた。 しかし,近 畿 自動車道舞鶴線や福知山線の複線電化計画,ニ ユータウンの建

設など,最 近の社会経済的条件の変化によって,そ の姿を変 えようとしている。丹波地方

で 「ふるさと制度」を取 り入れた地域の振興を図 っている二つの町を とり上げ,課 題に接

近す ることを試みた。

ll.西 紀 町 の特別 村民制 度 にっ い て

1.地 域の概要

西紀町は兵庫県の東北部に位置し,北 は京都府 と境を接 している。南部は篠山盆地の一

角を形成 し,平 坦な耕地が広がるが,中 ・北部は多紀連 山が横たわ り,山 間地帯に狭小な

谷底平野が開けている。また大阪 ・神戸か ら60km圏 に位置す るが,交 通条件に恵 まれず,

2時 間近 くを要す る。 この ような位置的条件を反映 して,人 口は昭和22年 の5,855人 を ピ
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一 クに して
,昭 和60年 に は4,065人 へ と

30%以 上 も減 少 した。た だ最 近 の10年 間

は,92人 の減 少で あ り,人 口減少傾 向 に

は完全 にit-IXffE:めがか か った状態 にあ る。

この よ うな人 口減少 は とくに若年 層 の流

出 とな ってあ らわれ,65歳 以上 の老人 の

占め る老 齢化 率は18.2%(兵 庫県 の平均

は9.2%,県 の郡 部の 平均 は13.7%)に

達 し,丹 波 地域 で も最 も高 く,町 内の各

集 落は活 気 に乏 しい状 態 にあ る。

つ ぎに産 業別 人 口構 成をみ る と,農 業

が34%を 占め,最 重 要な産業 であ り,特

産 の黒大豆,山 の芋,栗 などがつ くられ

てい る○ これに対 して工 業 の発達は ほ と

ん ど見 られ ず,従 業員29人 以下 の小規 模

な工 場が大 部分 を占め る。昭和55年 の昼

間人 口比率 は83.6%で あ り,著 しい流 出
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第1図 調査地域の位置

超過 とな ってい る。流 出先は篠 山町 ・丹南Ili∫・一一三Hi市か ら大阪 ・神1-1・宝 塚 の諸fi市 へ広

が ってい る(第2図)。

さて,こ こで 西紀 町 の農 業 につい て,そ の概 要を記 してお こ う,,総 世 帯に 占め る農 家 の

割 合は71.5%で あ るが(県 平均 は10.2%),第2種 兼 業農 家 の比 率は77.5%を 数 え,【 草 業

農家 はほ とん ど存 在 しない,と い う状 態で あ る。第2種 兼 業農家 ぱそれ の約8割 が恒 常的

勤務 につ いてお り,大 部分 の農家 が片 手間 に農 業を営ん でい る ことが理 解で きる,,ま た1

戸 当 りの経 営耕地 面積 も77aと 零 細 であ る。

さらに これ に加 えて,地 形的 な 条件 が この町 の 発達 に大 きな制約 を ケえ る ことに もな っ

た,,す なわ ちす でに述べ た よ うに,平 坦地 の比 較的 多い 南部 と,山 問 部に位 置す る北 部の

諸集落 では,地 域 の振 興 も当然 異 った もの とな り,行 政側 も新 たな対応 を迫 られ る ことに

な るのであ る。西紀 町は全 町が過疎地 域 に指定 さ淑 てい るが 、山 村振 興地域 の指定 は 旧村

単位 であ るので,中 ・北 部に限定 され てい るし、

2.ふ る さ と制 度 の背 景 と事業の 展開

この よ うな中 で,町 の行政 当局は 西紀 町 の歩むべ き ・つの 方向 として1特 別村 民制度!

の導 入を決 定 した。そ の背景 とな った ものは次の諸 点で あ る。

①西 紀町 は過 疎地 域 に指 定 され てい るが,京 阪 神か ら60ktnに あ り,一 般 にいわ れて いる

過 疎地 域 とは少 し異な る面 があ る.)ま た近 畿 自動 車道 が開通 す淑ば)k都 市 との時1凸j距離は
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第3表 ふ る さ と 制 度 の 概 要
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さらに短縮 される。

②豊かな自然を生か した村づ くりをすることにより,都 市の住民に故郷を提供 し,相 互

の交流を図ることが この町の役割でもある。

③西紀町の人hは 閉鎖的な感覚があ り,そ れが農村の発展を阻害 してきた一因でもある

ので,都 市住民 との交流により,都 市的要素をもった開かれた町を作 り上げたい。

すなわち,過 疎地域 とは言え、神戸 ・大阪などの諸都市との近接性を利用 して,都 市 と

農村の交流事業を通 じて町の活性化を目ざした ものである。この西紀町の 「特別村民制度

」のモデルとなったのは秋田県雄和町の 「ふるさと村」である。雄和町から資料を とり寄

せ,そ れを基にして構想が練 られた。
(2)

「特別村民制度」の概要は次のよ うである。西紀町において新 しい 「ふるさと村づ くり
ナ ド ク

運 動」が推進 され る ことにな ったのは,北 部山間部 の五 集落(栗 栖 ・本郷 ・川 阪 ・遠 方 ・

桑原)で あるが,こ れ らの集落は西 紀町の 中心 部 よ り10km以 上 も離 れた山 間部にあ り,若

年労 働力 の流 出は深刻 であ った。 この地区 には シャクナゲ が 自生 してい る ことか ら,「 シ

ャクナ ゲ村」 と名 付け られた。昭和57年4月 か ら町が主体 とな り,区 長 ・町会議 員,農 会

長,婦 人会,老 人 会な どと話 し合 いの場 を もち,村 お こ し運 動の方策 が検討 され た結 果,

事 業 は実現の方 向にむか った。そ して57年 は 「シャ クナゲ村 民」の募集期 間 と し,そ の年

の10月210の 秋祭 りを機 会に,都 市の住 民に対 して見学 会を催 した。

最 初の構 想で は,「 シ ャクナ ゲ村民」 は100世 帯 ぐらいの加 入者 があれば 良い方 ではない

か,と い う見込み であ った。 しか し昭和58年 度に村 民を募集 した ところ,兵 庫県下 を中心

にsoot1±_帯の加入希望者 があ り,そ の 内455世 帯(1,700人)が 正式 に加入 した。58年5月

には シャクナゲ村 開村記念 行 肇が行われ,神 戸 市を中心に900人 の村民が西 紀町を訪れ た,,

ところで 「シャ クナ ゲ村民」 はいか なる都 市の人が多 い のであろ うか。第6表 はそ の 内

訳を示 した もので ある。村 民 の大 部分が兵庫 県に居住 してい るが,そ の うち神戸 市が 半数

を占め る。 その他西宮 市,尼 崎市 な どが主 な もので あ り,阪 神問 の 部市が 多いC,そ の理 山

としては,村 民募集 の方法が主 要新 聞の阪 神版 を利川 してい るか らであ ろ う。

次に これ らの村民が 「シャ クナ ゲ村」 に入会 した動機 について,記 してお こ う。 「シャ

クナ ゲ村」事 務局で の聴 き取 りに よれば,"自 然 にふれ たい"と い う意見が圧倒 的 に 多い

そ うであ る。 その他 に"心 のふ る さと","第2の ふ る さと"を 西紀町 に求め ている ものが

多い。 故郷 を喪 失 した 多数 の都市住 民が,失 われ た緑 とf{1き良 き時代 をなつか しむ心情が

「シャ クナゲ村 」に反映 されてい る もの と言 え よ う。

また 「シャ クナ ゲ村民」 を年齢別 にみ ると,お よそ7割 が30～35歳 で、小 さい 子供 を養

育 中の人 とな ってい る。 これ らの世代 の人 々は ほ とん どが都 市で育 ってお り,子 供 にふ る

さ と体験 を させ るために,村 民 に登録 してい る とiiう 。なお残 りの3割 の人 々ぱ60歳 前後

で あ り,都 市生活 よ りも田舎生 活に あ こがれ,貸 農園 な どに よって,土 にふれ る生活 を望
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んでい るのであ る。

以上 の よ うに,「 シャ クナゲ村 民」の特徴 をあげ る と,① 神戸 市を中心 とす る30～35歳

の世帯 主 とその家族 と,60歳 前後 の都市住民,② 緑 と自然の美 しさに憧がれ,自 分 の子供

は もち論,自 か らも土に親 しみ たい人k,と 言 うことにな るであろ う。

「シャ クナ ゲ村民」 の規約をみ ると,こ の事 業 の 目的は,町 民 と都市 の人kを 心 と物 で

結 びつけ,開 かれた地域 と人づ く り,ふ れ合 いの場づ く りを進め る こと,と な ってい る。

「シャ クナ ゲ村 民」 の会費は1年 毎 の更新 で2万 円 とな ってお り,会 員 には次の よ うな特

典 が与 え られてい る。① 季節 の"ふ るさ との味"を 年2回 以上届 け る。②故郷 の家(民 宿)

を紹 介す る。③ 貸農園や 果樹木 の年 間契約が で きる。④ シャ クナ ゲ村 の特別企 画 に参加 で

きる。⑤ シャクナ ゲ祭や ホ タル祭 な どに案 内す る。⑥ 田舎料理 の教 室や丹波 布の織物 教室

に参加 で き,都 会では得 られな い技 術の体験 ・習得が で きる。⑦美 しい清流 の もとで,鮎

・フナ ・あま ご釣 りが楽 しめ る。⑧ バ ラエテ ィに富 んだ 自然 の中で山菜摘みや 昆虫 ・植物

採 集がで きる。⑨ 希望者 には シャクナ ゲの鉢植 えを斡旋 す る。⑩ 町の公共施設 が町民 同様

に利 用で きる。⑪36ホ ール ズ 「に しきCC」 の プ レーがエ ン トリー一で きる。⑫ 西紀放鳥 獣

猟 区で キ ジ,ヤ マ ドリな どのスポ ーツハ ンテ ィン グが楽 しめ る,な どである。

では,村 民 に直送 されて いる"ふ る さとの味"と はいかな る ものか,そ の中味を 見てお

こ う。昭和59年 度 には,6月 一丹波 の新茶(5009),10月 一 丹波栗(2kg),薩 摩芋(1.5kg),

12月 一 しめ 飾 り2組,黒 大豆(2kg),山 の芋(1kg),小 豆(3009),小 餅 な ど迎春 品が

送 られた。 この よ うに年3回"ふ るさ との味"が 村民 に届け られ るが,こ れ らの産物 は町

内の特 産品 であ り,ほ ぼ町 内で調達 す るこ とが可能 である。 また しめ飾 りな どは5集 落 か

らな る 「シャクナゲ村 実行委員 会」を結成 し,各 委員 に割 り当て られ る。 それ らの作 業は

婦 人層の生 活改善 グル ープや高齢者 生 きが い事業を活用 して,老 人会 に よって運営 されて

い るo

第4表 西紀町と柏原町の農業の概要

馴 農 刻 耕 地
襲農家1豪董農;難難 鱗 営1蛎叢経

数1

(戸)(戸)i(%)1(%)1(ha)(a)「

需 一:1:II7417.264012.2-;;::1:;:1:1

第2種 兼 業 農 家 の 内 訳

雇 用 兼 業 農 家 泊 営

総 一一数 一恒 常酌一 人夫:一 出稼 率 兼 業勤 務率
日雇 率

(戸)1(0)(%)1(%) 一(戸)

525i79.411,2}9.3;651
-一 一

419191.48.6077

(昭和55年 セ ンサスによる)

3.都 市住民 との交流 と観光化

「シャクナゲ村」の 目ざしている重要な柱は,都 市住民 と西紀町民の間を物で結びつけ

るだけではな く,両 者の活発な交流を 目標 としている。春には山菜採 り,初 夏の茶摘み ピ
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クニ ッ ク,夏 の 夜には ふ る さと祭 とデ カ ソシ ョ祭,さ らに野 外 キ ャンフ と川 魚釣,秋 には

い も掘 り,春 日神社 の祭,年 末 には しめ縄づ くりと田舎料理教 室 な どが実 施 され てお り,

そ のいずれ もがか な りの盛況 であ る と言 う。 また果 樹木 の年間契約(料 金は栗 ・柿 の大木

で1万 円,梅 は7千 円)も40世 帯を越 えて いる。 さ らに60年 度か らは 「新 鮮野菜 定期便 」

を スタ ー トさせ,年 間12,000円 程度 で,新 鮮 野菜 を 「シャ クナ ゲ村 民」 の食卓 に届け る こ

とに してい る。

西紀 町の 「シャ クナ ゲ村 」は,rI然 の 美 し さと人情 を'JLり ものに して きたが,将 来 にか

け てはその 方向を転換 し,観 光 化 を 日ざしてい る よ うに思われ る。す なわ ち,第3期 山村

振 興対 策 事業,緑 地 等利用施 設 整備 事業 な どの補助事 業の利用 と大 谷実業(大 谷記念 美術

館 を西 宮市 に寄贈,西 紀 町で は ゴル フ場 経営)と の捉 携に よ り,レ ク リェー シ ョン総合 ス
モ ゴ ノ ヒ

..-rツ エ リア…名 づけて遠 方 トリム&ふ る さと村 一一の実現 に力を入れ ている。昭和59年 に
　ヨラ

は 多口的 グラ ウン ド(10,000rri),60年 に1よ遠 方 キ ャンフ場(バ ンガ ロー20棟,テ ン ト15

張)が オー ブ ンし,き じの養殖場 の建 設,62'　 =には テ ニ スコー ト(6面)の 完成 が予定 さ

れ てい る、,さらに将 来構 想 としては フ ィール ドアス レチ ックスの建 設 が含 まれ てい る。 し

か し,こ れ らについ ては後述 す る よ うに 多 くの問題r'.r,,,,を抱 え てい る ことも事実 で ある、,

この よ うな レジ ャー施 設の 建設の他 に,西 紀 町で は 「シャ クナ ゲ村 民」 との対 話を よ り

深 め るた め,ま た村民 の要望 を把握 す るため,59年5月 には 村民の 中か ら 「シ ャクナ ゲ村

村 会議 員」を10人 選 出 してい る,,ま た 会誌iシ ャ クナ ゲ村だ よ り」を年3回 村民 に送 り,

催 し物 やふ る さと便 の案 内を して い る。

さて 「シャクナゲ村 」は開 村以 来3年 を 糸益過 しつつ あ るが,こ こで会!_1(村 民)数 の推

移を 見てお こ う。昭和58年 度 には460iil:帯(1,700人)で あ ったが,59年 度398世 帯(1,600

人),60{卜 度334肚 帯(1,500人)と 漸減傾 向にあ る、,また会員 は1年 毎の更 新で あるの で,

年毎 の変動 もかな り激 しいが,新 しい 年度へ の継続率 は会員 の約4害1と 言われ て い る。 残

りの6割 は新 規 会員 と言 うこ とにな る。そ して 「シャ クナ ゲ村 」 で催 され る千∫事に参加 し,

地 元の町民 とふれ あ う機 会を求め て来 る村民 は継続率 が高 いそ うであ る。 この こ とか ら,

単 に特産物 だけ で都 市の人 間を 田舎にひ きつけ る ことは至難 の業 と言 え よ う。

第5表 西紀町における地区別農業の概要

南 河 内 村(南 部)

北 河 内 村(中 部)

草:LLI木 寸(北部)

農 家 耕 地 綱 繊 諜溜 鹸

総 農 家1導 業 農 第2種 兼 総 経 営1戸 当 経 総 数 恒 常 的 入 夫 ・ 出 稼 率

数 家 承 業 農 家 率 耕地 営 耕 地 勤 務 率 日雇 率C%)

(1f)(%)(%)(ha)(a)(1り(%)(%)

2476.173.72369616085.611.33.1

3008.377.72-10803158.9.77.08.,q

1946.790.2924715965.317.317.3

収 獲

面 積

黒 ノく・、孟

(ha)

7

4

1

(昭 和55年 セ ソサ スに よ る
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丹波地方におけるふるさと制度についての若i:の考察

何故なら丹波特産の黒大豆 と言えども,都 市のデパー ト,ス ーパーマーケヅトに行けば

簡単に入手で きるのであ り,そ れ らの品をわざわざ西紀町まで行って手に入れる必要も無

いか らである。ましてや,こ の運動を将来にわたって続けて行 こうとすれば,物 と物 との

関係か ら,人 と物,人 と人 との交流により,一 層深いつなが りが必要とされるであろ う。

4.事 業が農業に与えた影響

次に"ふ るさとの味"宅 急便について,特 産物の生産 とい う面から検討 してみ よう。西

紀町の農業は丹波黒大豆 と山の芋がその中心となっているが,こ こでは川北黒大豆 として

有名な川北集落について,そ の実態を明らかにしておきたい。黒大豆は丹波地方の特産物

とされているが,品 質の優れた黒大豆は西紀町の中でも川北集落にだけ しか生産できない

と言 う。他府県の人も川北黒大豆の生産を試みる場合が多いが,1年 目だけは良品が収穫

できるが,2年 目以降は格段に品質が落ち,い まだに新産地が形成 されていない。かかる

点で,川 北集落はまさに丹波の黒大豆の特産地 と呼ばれろにふさわ しい集落 と言えよ う。

川北集落は西紀町の南地区に位置するが,こ こは西紀町でも農業が最 も盛んな所である。

1戸 当 り経営耕地面積は約1haと 町の平均より大きい。このため農業諸施策 も南地 区 に

重点的に行われることにな り,昭 和51～54年 にかけて圃場整備事業が実施され,56年 か ら

は南河内地区再編新農業構造改善事業にとり組み,集 落セソター,農 村広場,大 豆乾燥施
(4)

設,バ レー コー トな どの建設,有 線放送 の完備 等,集 落や環境 の整備 を進め ている。

しか し,川 北集落 は農 家が36戸 あ るが,専 業農家は皆無であ り,第2種 兼業農家 が70%

を 占め る。特産 の黒大豆は事実 上,主 婦 と老人,そ れ に世帯 主の朝 ・夕 の労働 に よって成
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丹波地 方におけるふるさと制度についての若rの 考察

り立 ってい るのである。

黒 大豆は集団転作 に伴 う作 付栽培協定 に基ず き,稲 一 麦一大立一稲 の2年3作 の 輪 作

体系 の下 に,ブ ロックローテ ーシ ョン方式 に よって栽培 されてい る。川北集落 の ブ ロック

mテ ーシ 。ンは三転式 農法 とよばれ,集 落 の耕地 を3ヵ 所 の ブRッ クに分 け,そ の3分

の1に 転 作作物を作付け,3年 間で巡回消化す る ものであ る(第3図)。 ただ,こ の 方 式

では,耕 地面 積の零細な農家 は,あ る年は転作作物 だけ しか作 るこ とがで きず,自 家用飯

米 まで購 入 しなければな らない,と い う事態が お こ りうる。その反対 に,1つ の ブ ロック

に1haほ どの所有 耕地が 集中する人 は,そ のすべ てに転作作物を植え ざるを得ない,と い

う縛事に もな りカ・ねない○

これ らの問題 を解 消す るため,川 北 集落では,毎 年何 回 も話 し合いを重ね,集 団転作 ブ

ロ ックと水稲 の ブロ ックの耕地を1年 間ず つ交換す る ことに よって ,利 害の得失を 図 って

い る。川北集落 においては,ほ とん どの農家 が水稲+黒 大豆の作付 体系であ るが,新 農業

構造 改善事業 の実施 年度 か ら3年 間 は転作率 が3396と 決め られ ているr,そ してそれ以降 は

約20%と な ってい るので,現 在 では,そ れ に応 じて,転 作 面積は減少 している。すなお ち,

58年 には12haほ どあ ・)た黒 大豆 の面 積は,60年 には10haほ どに減少 している。

各農家 は各 自の所有耕地 に,転 作率 に応 じて黒 大豆 を栽培 してい る ことにな り,1戸 当

りにす る と,お よそ30aの 栽培 面積 とい うことにな る。最 も多 く作 る農家 で も50a位 と言

われ てい る。農家での聴 き取 りに よれば,こ れ以L黒 大豆を作 る意欲は無 く,現 状維持で

あ る とtIう 。それは,水 稲 に比 べて手間がかか るか らであ り,さ らに黒 大豆 は正 月用 品で

あ るが ために,出 荷時期が12月 の上旬に集中す る とい う商 品特性を もつか らであ る。 ここ

で は,産 地 と して,今 後 発展拡 大す る可能性は,は なはだ少い と考 えて差 し支えないであ

ろ う。

そ こで,「 シャ クナ ゲ村 」が川北 集落 の黒大豆生産 に ケえた影響 につい て考えてみ る こ

とに しよ う。「シャ クナゲ村 」に指定 された 山間 部の五 集落では,黒 大豆 はほ とん ど 栽 培

されて いないので,当 然,川 北集落 な どか ら集め られ る ことにな る。価格 は農協の買い上

げ価格 よ り少 し高 くな る よ うに設定 されてい る。 さて 「シャ クナ ゲ村民 」に発送 され る黒

大豆 は1世 帯あた り2kgで あ るので,こ れ に400世 帯 を 乗ず ると,総 量800kgと な る。

これ を黒 大豆の10a当 た り収量150k9で 除す る と約55aと なる。 とす ると,「 シャ クナ ゲ

村民」 に送 られ る黒大豆 に要す る栽 培面積は,わ ずか55aで あ り,川 北集 落 の 作 付 面 積

12haの5%を 占め るこ とになる。 西紀町全 体では,黒 大豆 の面積は も う少 し大 ぎ くな る

ので,結 局は,「 シャ クナ ゲ村民 」の需 要分は西紀町全体 の生産 量に対 して,せ いぜ い3

%程 度 の もの と推定 され る。

川北集落で の聴 き取 りに よれば,「 シャ クナゲ村民 」を意識 して 黒大豆の生産 に取 り紅

んでい る農家 は少 く,も っぱ ら転作 の割 り当ての消化 のため に,黒 大豆を栽培 してい る農

一99一



丹波地方におけるふるさと制度についての若干の考察

家が 多い よ うであ る。 ただ 「シャ クナ ゲ村」 の波及 効果 として,川 北 集落 に も 「シャクナ

ゲ村 民」が 訪れ,黒 大豆 の枝豆 を買い に来 る人 が あ り,そ の様 な直売 方式 が広 が りつ つあ
く　

るとい うことである。

要す るに,黒 大豆の生産に関す る限 り,「シャクナゲ村」が与えた直接的な効果は あ ま

り大きいものとは言えないが,そ れが及ぼす波及効果は,数 字には現われ難いが,そ れ以

上のものがあることは確かである。

5.要 約 と今後の課題

ここで,西 紀町における特別村民制度 「シャクナゲ村」が町ならびに町民に与えた影響

と,そ れに関する問題,な らびに今後に残 された課題について,現 時点において明らかに

された点についてまとめてお こう。

まずそれがもたらした効果については,次 の ようになる。

① 「シャクナゲ村」に指定された五集落では,村 づ くりの実践で,と くに老人(し め飾

り,わ ら人形,そ の他),婦 人達(村 民の
第6表 ふるさと会員の居住地域別内訳

接待,民 泊,そ の他)に 生 きが いを 与 え
柏 原 町

兵 庫 県

尼崎市

伊丹市

川西市
'に塚市

西宮市

芦屋市

神戸市

三木市

明石市

加古川市

姫路市

その他

大 阪 府

京 都 府

その他近畿

関 一剣1

東海 ・北陸

中 国

九 州1

合 計

西 紀 町

4310yu・1[1(94.9)%

43

16

8

23

47

14

207

12

17

17

18

9

17

4

1

1

454

(9.5)

3.5)

(5.1)

(10,4)

(3.1)

(45.6)

(3.7)

(3.7)

(4.0)

(3.7)

412†i士干芹(78.8)%

32

24

5

29

61

5

160

25

15

31

25

41

17

15

28

5

4

1

523

s.i)

(4.6)

(5.5)

(11.7)

(30.6)

(4.8)

(5.9)

(4.8)

(7,8)

(5.4)

(西紀町役場,柏 原町農協の資料による)

(注)西 紀町は58年2月4日,柏 原町は58年12月20日 時点

での会員数

2.兵 庫 県内の 各市の会員数の比率は 合計 に対す る0で

ある

た。

② 「シャクナゲ村」の実践を機会に,集

落の内外で話 し合いの機運が高 ま り,以 前

よりも人間関係がよ り密接 になった。 さら

に集落について再考する気 持 ち が生 じ,

「シャクナゲ村民」 との交流に より,若 者

の少い集落にも活気が生 じた。

③また西紀町全体か らみ れ ば,「 シャク

ナゲ村民」 との交流に より,黒 大豆の枝豆

などの直売,そ の他諸 々の余得が生 じ,波

及効果が認め られた。

次に問題点 と今後の課題について述べて

おきたい。

① 「シャクナゲ村」を契機 として,農 業

生産の増大に効果が生 じたか,と い う点に

ついては否定的である。黒大豆に例を とれ

ば,"ふ るさとの味"の 送付量は,町 全体

の生産量の3%ぐ らいと推定 され,直 接的

なメ リッ トは小 さい と言わざるを得ない。

②農家の総兼業化の中で,特 産物 とよば

一100一



1']一波地方におけるふるさと制度についての若rの 考察

れ る黒 大豆,山 芋 と言え ども,転 作 面積を機 械 的に 消化 してい る状態 であ り(転 作奨 励 金

は黒大 豆で10a当 り約60,000円),転 作奨 励金が ス トップ され た場合 には発 展的な 展望 が

認め られず,kf173'_:f1`C生産 に与 え た影響 は小 さい。

1③i一シャクナ ゲ村」 の実践 は,不 特定 多数 の都市住 民を対 象と してい るため,会 員数 の

安定 的確保 に不安 が残 る。 これ を さけ るため には,個 人 と して ではな く,町 と都 市 との組

織 的 な提 携が必 要 とな るの では ないか。

④rシ ャ クナ ゲ村」 を核 とす る村 づ く りは,"ふ る さとの味"並 び に 自然 の美 と素 朴 な

人情が 都会人 の共感 を よぶ ところ とな ったが,最 近 では観 光 ・レク リェー シ ョン施設 の建

設が さかん であ る。 しか し,町 役場 が主体 とな って これ らの諸施 設 の管理 運営 が可能 であ

るのか,。また 都市住 民に対 して サ ー ビスが提 供で きるのか ど うか。"仏 作 って魂入れ ず"の

状態 に な らな い ことを期 待 したい。

⑤ 西紀町 では 「シャ クナ ゲ村 」をf11心 とす る観光 ・レジ ャー化が進 行 しつつあ るが,こ

れ に よ り本 来の意味 の 「村 づ く り」が 忘れ られ る恐れ が無 きに しもあ らず であ る。 こ こで

は農 業が主 要な産 業 として位 置づけ られ なが ら,農 業 の経済 的価値 を高 め る方策 が二 の次

にな ってい る よ うに思 われ るので ある。

1旺.柏 原 町 のふ るさ と特 産物 直送 に つい て

1.地 域 中心 と しての 柏原

柏原 町は兵 庫県 の東 部に位 置す る,氷 一L郡の中核的 な町 であ る。織 川信 長の弟信 包が こ

の地 に封 され て よ り,氷 上郡 内唯 一の城下 町 として古 くか ら栄え,現 在 も総 合庁 舎制 に よ

り,国 ・県 の出先機 関が 設置 され,ま た 日赤病 院,県 立 柏原病 院な ど保健 医療 の中心で も

あ る,、この よ うに官公 庁 の集中 した本町 は,大 阪 ・神戸 か ら80km圏 に位 置 し,山 林 面積 率

が77.896を 占め,都 市化 がそれ ほ ど急速 に進 まず,緑 豊か な農 山村 の景観 を強 く残 しなが

らも,篠 由町 と並 ん で丹波地 方の一 中心 として の性 格を強 めつつ あ る。

この ことを 人口の推 移,及 び流動 面か ら見 るこ とに しよ う。人 口は昭和44年 の7,053人

を最低 に,そ れ 以降 は年 々増 加 し,60年 には8,852人 に達 した。 第4図 に よれば,柏 原

町へ の流 入人LIは3,778人,他 市町 への流 出者数 は1,033人 で あ12,昼 間人 口比 率は133.2%
(6)

を示す 。 これ は兵庫 県下 では神戸 市に次 いで2番 目に高い数値 であ る。流 入者の 多い市町

村は 氷一1∵春 日 ・山 南 ・市島 ・青土亘な ど氷}:郡 の 各町 が 多 く,郡 内におけ る中核的 な町 と

して 発展 してい る こ とを示 してい る。 この 事は,65歳 以上 の老f卜人i-i比率 が13.2%で あ り,

丹波 地方 では 一番低 い こ とか ら も,う かが うこ とが出来 る。

産 業 別人 口構 成をみ て も,第 一一次産 業は13.6%で あ るのに対 して,第 三次産 業は55.9%

を 占め るVま た農T数 は6401fで あ り,総 戸数 に 占め る割合は27%に す ぎないU1戸 当

り経営 耕地 面 積は58aで あるが,そ こに 水稲 ・山の芋 な どを栽培 してい る。 ここで も大 部
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分 の農家が第2種 兼 業農家 であ り,経 営規模別 農家数の推移をみ て も,昭 和45年 か ら55年

にかけて,50a未 満 の農家が増加 し,2ha以 上 の農家 が減少 してお り,農 業生 産は 停 滞

傾 向を示 してい る。

流 出 人 口 流 入 人 口

第4図 柏原町における流出流入人ロ

(昭和55年 国勢調査より作成)

2.ふ るさと制度の内容とその特質

(1)事 業の背景

柏原町農協が 「ふるさと丹波の四季会員」 と名づけた,地 域特産物の直送方式を始めた

のは昭和58年 のことである。この事業が始められた理由については,次 の ような点があげ
17)

られている○

①現在の農協は信用事業に重点をおいているが,経 済事業にも独立採算の可能な事業を

とり入れ,活 性化を図る必要がある。

②農協は15年 以一Lも前か ら山芋 と栗の ダイレク ト便を扱 ってお り,現 在 もその取扱量は
(8)

7,000人 位 にのぼ る とi言 う。 この実績 を もとに して,更 に新 しい事 業への取組みが考 え ら
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オ1元∫こし、カ、○

③ このため,農 協の体質 改善 を 目 ざして,仕 串撮:を1-ti'大す る こ とにな り,企 画 監査室 に

「ふ る さ と丹波の 四季係 」を設 置 し,「 ふ る さと便」 の企 画運営 に あた り,営 農経済 部 が

発送業 務を担 当す るこ とにな った。

④ 農 業を取 り巻 く環境 は厳 し く,減 反政 策 な どに よ り,農 家 は経 営意欲を減 退 させ て い

るの で,転 作 の作物 として栽培 した もの を 「ふ る さ と便 」 と して直送す る ことに よ り,農

家 の意欲 を高 め る。

⑤ 農産物 の価格 は生産 者 には決定権 が無 いが,「 ふ る さと便」 では生産 者 に価 格決 定 権

が あ り,こ れ に よる利益 は小 さ くな い。 これ は現在 の流通 機構 に対 す る生 産者側 か らの,
191

規模は小さいなが らも一つの挑戦 と受け取めることがで ぎる。

以上のように,農 協の体質改善,転 作対策,生 産者による価格決定の3点 を背景に して,

「ふるさと丹波の四季会員」は誕生 したのである。そ して農協は会員の募集について,柏

原町の出身者で,故 郷を離れて20～30年 以上経過 している50歳 以上の人に,手 紙に よる入

会案 内作戦を展開した。総数1,000部 ほどが発送 されたが,そ の内入会 した人は200家 族

であった。それ以外に新聞記事,知 人の紹介などで300人 が巾 し込み,58年12月 時点で会

員数は523人 にな ったQ

そこで会員の都道府県別内訳を 見ることに しよ う(第6表)C、 ここで も,や は り地 元 の

兵庫県在住の会員が80%近 くを占めるが,そ の内で も神戸市が30%を 越 えて群を抜いてい

る。次いで西宮市,大 阪府な どが続 くが,柏 原町の特徴は,関 東 ・東海 ・中国地方に も会

員を有 していることである。前章で述べた西紀町の場合には,会 員のほ とんどが兵庫県に

集中 していることを考えると,柏 原町の場tiは 会員の分布範囲が広いことが理解できよう。

この両者の差は,募 集方法の違いに求められる。柏原町農協は地元出身者を対象に して,

関東地方に まで氷上郷友会を通 じて会員を募ったのに対 して,西 紀町の場合は 新 聞 広 告

(阪神版)に よる募集であ り,対 象が限定 されていたためである。 しか し,こ の地元出身

第7表 ふるさと丹波の四季会員のコース別内容

12月

}山 の 箏,さ る 酒,

サ ク ラ コー ス1黒 大 豆,餅,ユ ズ,

(50,0001)干 し柿,し め飾 り,

生 柑茸

山 の 〕量こ,餅

パ ラ コ ー ス 「し柿

(30,000円)ユ ズ

生 棺茸

2刀

ぼたん鍋材料(猪

肉と野菜)

に ごり酒

かぎ餅

ぼたん鍋材料(猪

肉と!野菜)

6月8月

アマ ゴ煮,丹 波 漬,・ 有機 野 菜

番 茶,新 ジ ャ ガ 竿,山 の 芋 入 そ ば

新玉ネギ

丹 波 漬

番 茶

新 ジ ヤガ 「jl二

新 玉 ネ ギ

山 椒f

有機野菜

山の'Y汰 そば

山椒漬

10月

丹 波 松 岸,栗

土 生 羨≡,里11'J_

新 米(コ シ ヒカ リ)

り1`

-L生 菱

r

新 米(コ シ ヒカ リ)

(柏 原illJ農協,"ふ る さ と丹 波 の 四 季会 員の お さそ い"に よ る1

(注,昭 和59年 度 の 場 合を 示 した が,メ ニ 」 一は 年 に よっ て 変 史 が あ る。
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者 に直接 入会 を勧 め る方法 は,そ れ程大 きな効果 を上げ得 なか った よ うであ る(第8表)。

すなわ ち,入 会 に応 じたのは2割 の人 であ り,今 後 は これ らの人 を通 じて入会者 を紹 介 し

て も ら うか,あ るいは新 聞広告 を よ り一 層活用 し,一 般の人 に入会を呼 びかけ る方 向に転

換 す る もの と思われ る。

さて,こ の よ うに して入会 した人 の年会費 は3万 円(バ ラコース),5万 円(サ ク ラ コ

ース)の2種 類 か らな り
,い ずれ も一年更新 であ る。会員 には次 の よ うな特典 が与 え られ

る。① コース別 メニューに記載 され た,ふ る さとの特産物 を屈け る。② 山菜摘 み,栗 拾 い,

芋掘 り,稲 刈 りな どの催 しに参加で きる。③機関 誌 「ふ る さと便 り」 を通 じて丹波 の風物

誌 を届 け ると ともに,会 員 の伝 言板 として も利用 出来 る。④ 中元 ・お歳暮 の特別 コースを

申 し込 める。⑤ 柏原 町の旅館 に宿泊す る場 合は,宿 泊料 の20%を 割引 する。⑥柏原 町農協

に連絡す れぽ,親 切 丁寧 にお世 話す る,な どであ る。

そ こで,ま ず 「ふ るさ と特産物 」 の内容 をみ る ことに したい。第8表 に示 され た よ うに,

サ クラ コース,バ ラコース とも年 に5回 発送 され るが,サ クラ コースは丹波 松茸,ア マ ゴ

煮,丹 波黒大豆,地 酒 が加 え られ,豪 華 な メニューにな って いる。 この他 に,毎 回表 に記

載 されてい ないサ ー ビス品が加 え られ(た とえば59年 の12月 には丹波立 杭焼 のエ トの 趾物),

会員 は荷物が到着 す るまで,何 が届 くかわか らず,玉 手箱の よ うに楽 しみ に待 っている と
(10)

言 え よ う(表7)0

3、 都市住民 との交流 の必 要性

以上 の よ うな特産物 だけ では,都 市住 民の心 を長 く引 きつ け る ことは出来 ないので,農

協で は都 市民 との交 流を積極 的に実施す る よ うにな った。 これ が 「ふ る さ と丹波 の四季会

員のつ どい」であ り,こ れ までに4回 行わ れて いる。昭和59年 の実績 をみ る と,芋 植え と

レク リェーシ ョン307名,厄 除祭25名,芋 掘 りと栗拾 い347名,そ の他48名 とな ってい る。

昭 和60年 には さ らに趣 向を こらし,6月2日 に,ま ず 農協前 で もちつ き大 会,手 造 り味噌,

第8表 ふるさと丹波の四季会員申込状況 昼 食は 山菜 と黒豆 のおに ぎ り・午 後に

加 入 の 動 機

前 年 よ り 継 続

(う ち 農 園 利 用 者)旨

会 員 か ら の 紹 介1

組 合 員 か らの紹 介

ダ イ レ ク トメ ール1

テ レ ビ

新 聞1

合 計1

(う ち関東郷友会会員)i

サ ク ラ

109

(36)

10

1

19

6

67

2121

(2)i

バ ラ

96 ヨ

(35)旨

17i

3

17

4

61

198

(6)

合 計

205世 帯

(71)

27

4

36

10

128

410

Cs)

(昭 和59'{`12月3口 現 在,爬 協 の資 料 に よる)
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は北 中地区 の 「ふ る さと農園」 で一家

族 当 り20本 の芋植 え(秋 には会員 が収

穫 す る),そ して手植 え の 田植 えを実

施 した(作 付 面積は 一家族 当 り6.6ni

で会 費は2,000円)。 これ に よ り3kgの

コシヒカ リが収穫 で きるが,管 理は全

て農協 です る事 に し,秋 には会 員 に よ

り刈 り取 られた後,農 協で精 米に して

会員 に届 け られ る。

これ は農産 物の植付 け と収穫 を会員
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自らが 行ない,物 を生産す る喜 びを 体験す る場 を 提 供す る ことをri的 としている。 この

「会員のつ どい」 には132人 の会 員が参加 した が,大'iの 会員が子供連れ であ る。会に参加

した理 由 として、"現 在は学校,塾,テ レビな ど知識をつめ こむ メデ ィアは発達 してい る

が,こ の知識 を うま く使い こなす にぱ,自 然 にふ れ,自 然の感覚を養 うこ とが必 要 で あ
(IU

る"と す る者 が多い,,こ れ こそ 、七 と水 と光 の恩恵を忘れ た現在 び)我々の生活に対す る反

省が こめ られてい るもの として,受 けiヒめねばな るまい。

この よ うに、柏原町 農協 が都市民 との交流 に力 を 入れ る ようにな ったのぱ,西 紀町の場

合 と同 じよ うに,会 員を継続 的に維 持す る事が困 難であ るか ら,と され てい る。そ こで,

58年 度 か ら59年 度へ の会員の継続 率をみ る と,「 会員のつ どい」 に参 加 した人 ほ どそ の 割

合 が高 くな る と言 うことであ るQ昭 和58年 度の会員は650世 帯で あるが,次 年度 も継続会

員 とな一・た人 は約205世 帯であ るので継続率 ぱ32%と な る。 ところが農 園利用者の継続率

は142人 の 内71人 とな り5096に 達す るので,交 流の重 要さが理 解で きよ う。

「ふ る さと丹波の四季会 員」 には東北 や四国の山間 部の出身 者で,現 在は 神戸 市へ居住

している人があ り,そ れ らの人 ・々が故 郷に帰 らず 「ふ る さと会員」に入 会す る ことに よ一・

て,故 郷 を しのぶ役割 を果 してい る。 ただ,柏 原町農 協の場合に問題 となるのは,会 員 と

町民 が個人的に交流 出来る場所や 機会がほ とん ど無 い ことであ る。交流 行'1事は農協の敷地

内で行われてお り,現 実 には 「ふ る さと会員」 と柏原町農 協が交流を 深め てい るのであ っ

て、 よ り深い意味 で,人 情 を含めた故郷 の心 を求めてい る会員を満 足 させ ること{F

しい よ うに思 オー)れる,

第9表 柏原町における農業生産実績

米 山 の 了・ 大 ㌔2二 黒 大 ・話 棺、 岸 卵 肉 豚 乳 牛 肉 川 牛

IF数558ノ ゴ67656

ノヒ」♪置規 冷莫2・t/ha7ha6ha2ha

/Lfi
.1,001t56t72t2t

211271-1

307∫ 本9万 羽1,180頭2婁5頭670頭

210t157t310t1,299t402t

qi!拝1159年illp♪i'1裳 課 の 調 査 に 、Lる)

4.事 業が農 業生産 に与 えた影響

都 市的 発展を 目ざして きた 柏原町が 、農業振 興地域の指定 を受 けたのは昭和55イトであ り,

これ まで農業 の諸施 策はあ ま り進 行 していない,lli}陽 整備 も,総 而積400ha弱 の内,100

haと25%が 実 施済であ るにす ぎない。町 の農業振興政策は,今 後は圃場 整備 を)1鰍査として,
　　　　

土地 の高度利用を図 りなが ら,観 光農 業,畜 産 を振 興す る,と している,i

ところで、「ふ る さと便]の 特産物 と してlfl芋 と野 菜類 力～あげ られ るが,農 協はEネ ギ,

じゃが芋は管 内の農家5～6iTと 契約 栽培 を実施Lて い る他,つ る しDili,あ まごも契 約 を

結 んでい る、、しか し特産 の山の芋は契約はせず,農 家のn由 意志 にまか せてい るが,生 産

組 合で、防除 に関 しては共同作 業が実 施 さ、}してい る,、そ こで 、 ここでは,山 の芋の生産 に
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つい て簡単 にみ てお くこ とに しよ う。

昭和59年 におい て,柏 原町 で山の芋 を栽培 して い る農家は67戸,面 積は7haと な ってい

る。 これは総農 家数の約1割 に相 当す るが,1戸 当 りの山の芋栽培規 模は約10aと 小 さい、)

官公 庁の集 中や,新 井工業 団地(昭 和49年 に造 成,従 業員 は操 業 中の7社 で235人)の

建設 な どに よ り,勤 め先が多 い こ とか ら,農 業 に対 す る意欲 は余 り高 くない。 したが って,

柏原町 では主産地 といわれ る ものが生れ難 い と言 う。 これ まで幾度 とな く,農 協 が中心 と

な って色々な作物 を試作 した が,最 初 はそれに飛 びつい て も,長 続 きす るこ とが なか った。

現在 山の芋 を栽培 してい る人 も,大 部分 が集団転作 で こな してい るのか現 状で あ り,そ れ

以上 に作 ろ うとは しない。現地 での聴 き取 りに よれば,こ れ には2つ の理 由があ る と言 う。

1つ は転作奨 励金 の問題 であ り,い ま1つ は山の芋栽培 の技術 的な問題 であ る。

すなわ ち,以 前は10a当 り40,000円 位 であ った奨励 金が,現 在 では20,000～25,000円 ほ

どにな って しま った ので,山 の芋 の栽培 を 中止 す る人が 出て来た。 この事 は奨励 金を 目当

て に山の芋を作 って いる人 が少な く無 い事 を示 してい る。 また山 の芋 は,地 力の高 い土地

で なけれ ば良品質 の物 は作れ ない 上に,栽 培技術 が未熟 であ る と,商 品 としての価値は著

しく下落 して しま う。山 の芋 は,生 産量 に対 して良品質 の物 を7割 ぐらい作 らない と,採

算 が とれ ない と言 う事 であ る。 それが,一 般 的 には5割 程度 しか 作れ ない とされ てお り,

その上 に米 と同 じ位 の収 入である とすれ ば,農 家 に とっては魅 力のあ る作物 とは言 い難 い

のであ る。 ただ し,「 ふ るさ と便 」の発足以 降,山 の芋 を全 く新 たに栽培 す る農家 も 少 し

は見 られ る と言 うこ とであ るQ

では この 「ふ るさ と便 」に よる山の芋は,柏 原町 の総生産 量 に対 して,ど れ位の割合 を

占め るのであろ うか。 会員数を600人 として,1人 当 り2kgを 送 る とす る と,合 計1.2tに

なる。 この他 に,農 協 は山の芋 の ダイ レク ト便 を実施 してい るが,こ れが約30tと 説 明 さ

れ てい る。 山の芋 の集荷 には,農 協 の他に産地商人 も入 ってお り,年 に よる と,農 協 の「お.

るさ と便」な らびに 「ダイ レク ト便 」の必 要量に達 しな い ことがあ り,他 町か ら買い入れ

る場合 もあ る と言 う。

したが って,農 協 の事業 に よる山の芋 の需 要はか な り大 き く,こ れ らの車業が今後 も成

長 し続け る こ とを前提 に して考 え ると,い ま一歩進 んだ対 策が必 要 とされ るであろ う。 す

なわ ち,農 協 は,山 の芋 の生産 について,何 らかの形 で生 産者 を組織 化す る必 要が ある よ

うに思 われ る0

5.一 要約 と課題

以 上を ま とめ る と次の よ うになるであ ろ う。

まず,事 業の もた らした効果 について 明 らかに してお こ う。

① 「ふ るさ と丹波 の四季会 員」は農協 の経済事 業の一環 として出発 したが,事 業 の収益

が増大す れば,そ れは結局 は組合員 に還元 され るのであ り,か か る点か ら,こ の事 業は農
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業者に歓迎 されている○

②事業は地域特産物の安定的な需要の確保に貢献 した。山の芋を例に とると,農 協の 「

ふるさと便」,「ダイレクト便」の取扱量を合計すると,農 協の総集荷rLを 一h回る年が出る

ほどである。

③事業を契機 として,わ ずかでぱあるが,全 く新たに山の芋栽培に取 り組む農家 も出て

きた。

次に今後の課題について,若 干の検討を加えてみたい。

①山の芋ぱ良質品を生産することが容易でない、とい う商品特性を もっているが故に,

栽培面積の大幅な拡大ぱ困難となっている。

②労働力の商品化が容易であ り,特 定作物の主産地化が困難な柏原町においては,農 協

ぱ現在の生産の範囲内でこの事業を推 し進めているが,今 後は農協に よる,よ り積極的な

生産の組織化が必要と思われる。

③柏原町農協ぱ 「地域特産物直送方式」で事業をスター トさせたが,こ れだけでは会負

を長期にわた って確保する事が困難になってきたことか ら,都 市住民 との交流に力を入れ

ている。その意味では西紀町の 「特別村民制度」と類似の方向に進みつつある。

④ 柏原町農協の方式が,西 紀町の事業 と根本的に異なる点は,柏 原町は農協が経済事業

の一一つの方向として取 り入れたものであ り,こ れに関連 した 「村づ くり」には,ほ とん ど

力点がおかれていない。 したがって農業者の中には,こ の事業を直接的には自分達 と関係

無 し,と する考え方を持つ者が少なくない。今後は農協による 「村づ くり運動」に期待す

るとともに,将 来は町の行政当局とも連携を強化 しなが ら,農 民在の運動にまで発展する

事を期待したい、、

iv,ま と め

本稿 では,丹 波の二つ の町 を例に と り,「 ふ る さと制度 」の実態 とその成果,な らび に

問題点 について明 らか に して きた。

西紀町 では,町 の行政機関が 主体 とな って,村 づ く り運動 を連 動 させた 事業 を展 開 し,

将 来は観光 ・レジャー化を 目ざしてい る。

柏原町の場合は,農 協が 「ふ るさとの味 、「ダイ レク ト便」 などを中心 に事業 を進 め,

広範 囲に会員を集め,か な りの成果を納めつつあ る。 いずれ の場 合 も,同 じく都1[J住民 と

の交 流に力を入れ てい る。

個 々の事 例に関 しては,す でに各章で述べ られ て きた とお りであ る。 ここでは両町のllll

業 に共通 す る問題点や今後 の課題 について,若{二 の検 討を加 え,結 論にか える事 に したい。

① 都市住 民 との交流は,「 ふ る さと」に とって非常 に重 大な関心事であ る。rふ る さと会

員1か らは,こ の事業に対 して感謝の 手紙が続 々と届け られ てい る。 この点 についてはほ
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とんど分析できなかったが,都 市住民の 「ふるさと」に回帰す る心がいかに大きいもので

あるかが理解で ぎる。都市住民に喜びを与え,地 域の振興が図れるとあれば,こ れほ ど素

晴 しいことは無い。移ろい易い都市住民の期待に応えるような心の交流が,「 ふるさ と」

の側にもいつまで続 くか,一 つの課題 となろ う。

② 「ふるさと制度」が各地に急増 した結果,同 じような特産品を直送することにな りは

しないか。rふ るさと」側が秘密主義におち入 った り,小 手先の変化で対応 しようとす る

と,都 市住民は1つ の 「ふるさと」を継続 しないで,年 毎 に新たな 「ふるさと」を求める

人 も出て来て,会 員数は不安定になる恐れがある。 これをさけるためにも,陪.る さと」

と 「都市」 との組織的な提携が必要となって くるであろ う。

③ 「ふ るさと制度」は過疎の町,あ るいは主産地の形成が困難な地域においては 自治体,

農協に よる地域の活性化の一つの試みとして評価 され得る。 しか し,直 接的に大ぎな経済

効果を期待する事は少 し無理な ように思われ る。また 「ふ るさと制度」では農業の経済的

価値を高める方策がおろそかにされている場合 も少 くない。農山村において,第 一次産業

とその他の産業 との調和の とれた発展はいかにあるべきか。 自治体 ・農協は この点につい

て再検討をする必要があると思われ る。

④ 「ふるさと」が地域の振興の単なる手段 と化 してしまい,そ の本資を見失 う事が無い

よう,た えず点検する態勢が望 まれる。事業だけが先走 りし,「ふ るさと制度」は存 続 し

て も,「ふ るさと丹波 の素朴な人情」 まで失われる事がないよ うに期待 したい ものである。

なお,兵 庫県では丹波地方の他に,但 馬地方でも 「ふるさと制度」が さかんに実施され

ているが,こ れについては別の機会に発表したい。

〔附記〕 本稿作成にあた り,西 紀町産業課地域振興係長の長沢義 彰氏,柏 原町農協企画管理課長の

中尾寛 呵氏をは じめ,沢 山の皆様のお[11一話になった。厚 く御礼申し ヒげたい∩

〔注〕

(1)全 国農業協同組合中央会編rア グリレポー ト国民にとって農業 とは』家の光協会,1984。 地理学

か らは,山 村順次 「過疎山村における観光 レクリエーション開発の新方向」千葉大学地理学教室編

『地理学の社会化一清水馨八郎教授退官記念論文集一」大明堂,1985,所 収。

(2)保 田茂 「新 しい産直の動向」農業 と経済51-3,1985。

(3)キ ャソプ場の施設の利用料金は,町 民 と 「シャクナゲ村民」は半額 となっている。た とえばバ ン

ガmは1泊5,000円 が2,500円 になる。

ω 西紀町:南 河内地区再編推進協議会 「未来にひ らけるむらづ くり」

(5}農 家に よっては,黒 大豆を収穫期の12月 まで待たずに,10月 の初旬頃に枝豆 として出荷販売する

場合がある。 この場合は乾燥する手間も劣ける0)で,労 力の軽減になる。

(6)柏 原町 『柏原町総合計画』1983。

(7)こ の点については柏原町農協企画管理課の中尾寛司課長にお世話にな一,た。

(8)現 在は宅急便であるが,以 前は国鉄を利用 していたので,柏 原駅には専用の職員が配属 されてい

た。

一108一



丹波地方におけるふるさと制度についての若干の考察

(9)高 橋正明 「農産加工 コンビナー トによる地域農業の組織化一香川県大川郡西部地方の場 合一」大

手前女子大学論集18号,1984。

⑩ 最近は,「 ふるさとの味」の中味を会員には知 らせず,発 送 された時点で始めて内%/が わかる,

とい う方法をとる場合が多いと言われ る。

(11)柏 原町農協 「ふるさとだより第8回 」1985,)

q2)柏 原町(前 掲(6))

一109-一


